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 1 ．問題と目的





育・保育要領（2018年 4 月 1 日施行：全国保育士会，2017）においても指摘されている。


































































































































幼　稚　園 保育所・園 認定こども園 そ　の　他 年代別小計
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
30歳代 20 15.7％ 12 9.4％ 8 6.3％ 10 7.9％ 50 39.4％
40歳代 14 11.0％ 17 13.4％ 9 7.1％ 6 4.7％ 46 36.2％
50歳代以上 15 11.8％ 4 3.1％ 11 8.7％ 1 0.8％ 31 24.4％













では33名中10個が 9名（27.3％）で最も多く、次に 7個と 5個が 6名（18.2％）で多く、認定


















幼稚園 保育所・園 認定こども園 その他
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
10個 28 22.0％ 11 22.0％ 10 21.7％ 7 22.6％ 9 18.4％ 9 27.3％ 7 25.0％ 3 17.6％
9個 6 4.7％ 4 8.0％ 1 2.2％ 1 3.2％ 2 4.1％ 1 3.0％ 2 7.1％ 1 5.9％
8個 12 9.4％ 1 2.0％ 5 10.9％ 6 19.4％ 3 6.1％ 2 6.1％ 5 17.9％ 2 11.8％
7個 19 15.0％ 10 20.0％ 5 10.9％ 4 12.9％ 7 14.3％ 6 18.2％ 5 17.9％ 1 5.9％
6個 18 14.2％ 9 18.0％ 6 13.0％ 3 9.7％ 9 18.4％ 5 15.2％ 3 10.7％ 1 5.9％
5個 15 11.8％ 5 10.0％ 7 15.2％ 3 9.7％ 7 14.3％ 6 18.2％ 0 0.0％ 2 11.8％
4個 8 6.3％ 4 8.0％ 3 6.5％ 1 3.2％ 4 8.2％ 2 6.1％ 0 0.0％ 2 11.8％
3個 12 9.4％ 4 8.0％ 6 13.0％ 2 6.5％ 5 10.2％ 1 3.0％ 3 10.7％ 3 17.6％
2個 8 6.3％ 2 4.0％ 3 6.5％ 3 9.7％ 3 6.1％ 1 3.0％ 2 7.1％ 2 11.8％
1個 1 0.8％ 0 0.0％ 0 0.0％ 1 3.2％ 0 0.0％ 0 0.0％ 1 3.6％ 0 0.0％
































































№ カテゴリー 人数 ％
1 食生活等 70 55.1 
2 トイレット・トレーニング等 48 37.8 
3 発達全般 62 48.8 
4 言葉（発語・理解） 45 35.4 
5 生活習慣・行動・くせ等 94 74.0 
6 友だち関係 91 71.7 
7 親子関係（しつけ等） 56 44.1 
8 きょうだい関係 23 18.1 
9 夫婦関係等 23 18.1 





























30歳代 40歳代 50歳代以上 合　計
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
1 食生活等 25 35.7％ 22 31.4％ 23 32.9％ 70 100.0％
2 トイレット・トレーニング等 22 45.8％ 14 29.2％ 12 25.0％ 48 100.0％
3 発達全般 29 46.8％ 20 32.3％ 13 21.0％ 62 100.0％
4 言葉（発語・理解） 22 48.9％ 18 40.0％ 5 11.1％ 45 100.0％
5 生活習慣・行動・くせ等 34 36.2％ 33 35.1％ 27 28.7％ 94 100.0％
6 友だち関係 40 44.0％ 33 36.3％ 18 19.8％ 91 100.0％
7 親子関係（しつけ等） 23 41.1％ 17 30.4％ 16 28.6％ 56 100.0％
8 きょうだい関係 10 43.5％ 7 30.4％ 6 26.1％ 23 100.0％
9 夫婦関係等 9 39.1％ 9 39.1％ 5 21.7％ 23 100.0％
10 保護者間関係 9 37.5％ 14 58.3％ 1 4.2％ 24 100.0％

























幼　稚　園 保育所・園 認定こども園 そ　の　他 合　計
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
1 食生活等 24 34.3％ 19 27.1％ 18 25.7％ 9 12.9％ 70 100.0％
2 トイレット・トレーニング等 16 33.3％ 12 25.0％ 13 27.1％ 7 14.6％ 48 100.0％
3 発達全般 24 38.7％ 16 25.8％ 15 24.2％ 7 11.3％ 62 100.0％
4 言葉（発語・理解） 13 28.9％ 15 33.3％ 9 20.0％ 8 17.8％ 45 100.0％
5 生活習慣・行動・くせ等 34 36.2％ 25 26.6％ 23 24.5％ 12 12.8％ 94 100.0％
6 友だち関係 38 41.8％ 24 26.4％ 17 18.7％ 12 13.2％ 91 100.0％
7 親子関係（しつけ等） 18 32.1％ 19 33.9％ 15 26.8％ 4 7.1％ 56 100.0％
8 きょうだい関係 10 43.5％ 4 17.4％ 6 26.1％ 3 13.0％ 23 100.0％
9 夫婦関係等 6 26.1％ 8 34.8％ 9 39.1％ 0 0.0％ 23 100.0％
10 保護者間関係 11 45.8％ 5 20.8％ 5 20.8％ 3 12.5％ 24 100.0％
合　計 194 36.2％ 147 27.4％ 130 24.3％ 65 12.1％ 536 100.0％
TABLE5　勤務先別に見た相談内容の分類別の人数分布（％）
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保育者ほど相談された内容に対して困ったと感じていることが多いと言える。そして、勤務先
別に見た結果では、幼稚園が38名（40.4％）、保育所・園が26名（27.7％）、認定こども園が21
名（22.3％）、その他が 9名（9.5％）であった。幼稚園において特に多く見られた。
　また、保護者から相談された内容については10個以内で回答を求めた回答結果と関連して特
に困った内容が記述されていることが多いことも特徴として見られ、想起された内容の中で特
に困ったと感じていることが含まれていた。
　例えば、「友だち関係」のカテゴリーに関する記述について、さらに「友だちとのトラブル
でかなり時間がたってから子どもが言ったので相手の子どもとの話が合わず十分な話し合いが
できなかった。」という内容が困ったこととして記されていた。
　また、「自分の子どもが発達障害ではないか（判断が難しい場合）」というような相談をされ
て判断に困った場合や反対に、「障害など、子どもの発達について、子どもの困っていること
を伝えようとした時になかなか認めてもらえず子どもへの適切な関わりを共に考えられない
時」のような相談内容のように、子どもの発達障害に関連する保護者と相談するときの対応の
難しさも見られた。そして、保護者支援の困難さとして検討する必要があると思われる。
　例えば、八田（2018）では認定こども園の園長への面接調査から保護者支援を行う時の困難
さとして「保護者の背景を知ること」と「信頼関係の構築」の 2点を挙げている。そして、極
端に過保護であったり、あるいは子どもに無関心であったりするような保護者の自分の子ども
への関心の違いを知ることや、保護者との信頼関係の構築が関係するような内容が重要である
と述べている。
　幼保連携型認定こども園教育・保育要領及び保育所保育指針（全国保育士会，2017）では「園
児に障害や発達上の課題が見られる場合には、市町村や関係機関と連携及び協力を図りつつ、
保護者に対する個別の支援を行うよう努めること。」と記され、他機関との連携・協力を図り
つつ個別に支援することが求められている。乳幼児期の場合、子どもの発達上の問題は、個人
差の範囲内であるのか、発達障害であると診断される場合であるのか判断が難しい。このよう
な場合、専門機関や乳幼児健診との連携が重要となる。医療機関や福祉機関との連携に関する
知識も必要となる。
（ 3 ）保護者から相談されたことで誤解されたこと
　保護者から誤解されたことが「あった」と回答した者は53名（41.7％）であった。保護者に
よる受け取り方の問題が多く指摘されていた。年代別に回答人数を見ると、30歳代は20名
（37.7％）、40歳代は25名（47.2％）、50歳代以上は8名（15.1％）であった。40歳代で最も多く、
次に30歳代であった。次に、勤務先別に見た結果では、幼稚園が16名（30.2％）、保育所・園
が16名（30.2％）、認定こども園が13名（24.5％）、その他が 8名（15.1％）であった。幼稚園
と保育所・園は同数であり、他の勤務先とも大きな違いはなかった。
　記述内容を見ると、例えば、「懇談で子どもの様子を話していたが、家庭ではそうでないと
否定されてコミュニケーションがとりづらかったです。」というように保育者と保護者との間
の子どもに対する見方や「言葉足らずで受け止め方が違った。」というように保護者への伝え
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方の難しさが指摘されていた。幼保連携型認定こども園教育・保育要領（全国保育士会，
2017）において「日常の様々な機会を活用し、園児の日々の様子の伝達や収集、教育及び保育
の意図の説明などを通じて、保護者との相互理解を図るよう努めること。」と記され、保護者
との相互理解を図ることが指摘されている。保護者に誤解された場合、相互理解が阻害される
ことになる。
　保護者から誤解されたことについては、張・真下（2016）が保育者への自由記述形式の調査
結果から分析している。その結果から「伝達表現の問題」のカテゴリーを抽出し、言葉の表現、
説明不足、説明過多、受け取り方を例示している。そして、張・真下（2017）では、保護者を
対象に自由記述形式の調査を行い、保護者の視点からも、保育者とのコミュニケーション上の
ずれが日常的に発生していることを示している。保護者への伝え方や保護者と保育者の認識の
ずれが問題として指摘されており、本研究でも同様の結果が示された。
 4 ．まとめ
　本研究では、保育者127名の回答結果をもとに、第一に、保育者が保護者から相談された内
容について分類を行うこと、第二に、相談内容数と相談内容の分類結果に関する保育者の年代
と勤務先別の観点から分析すること、第三に、相談されて困ったことと相談されて回答した結
果、誤解されたことについて検討することを目的とした。
　その結果、想起された相談数は10個が最も多く、相談数は多いと言える。しかし、年代別、
勤務先別の違いは見られなかった。そして、回答数が多かった内容を中心に10個のカテゴリー
に分類し、「食生活等」「トイレット・トレーニング等」「発達全般」「言葉（発語・理解）」「生
活習慣・行動・くせ等」「友だち関係」「親子関係（しつけ等）」「きょうだい関係」「夫婦関係等」
「保護者間関係」のカテゴリーを作成した。カテゴリー別の回答数を年代別、勤務先別に見た
場合、異なる部分もあったが大きな差は見られず、保育者全体に保護者から各カテゴリー共に
相談されている内容であった。
　また、保護者から相談されたことで困ったことが「あった」と回答した者は94名（74.0％）
であり、保護者から誤解されたことが「あった」と回答した者は53名（41.7％）であった。回
答者数について検討した結果、年代別では違いが見られたが勤務先別には大きな違いは見られ
なかった。
　以上の結果から保育者の年齢に関わらず相談内容は多様であった。西木・鎮・藤井・辻（2014）
では保育者20名の研修プログラム内のグループ・ディスカッションで挙げられた困難事例とし
て10の事例を挙げている。その事例の中には、保護者対応や家庭との連携が含まれていた。本
研究で示された相談内容は、生活関係、落ち着きがない等の行動面の問題や指吸などのくせ、
友だち関係等に加えて、食生活やトイレット・トレーニング等の問題も挙げられていた。この
ような問題は、保護者にとって重要な問題であり、保育者に対して多く相談された困難事例で
あった。保護者への支援や連携が求められる内容は年代が若い保育者では困難さを感じること
が予測される。
　また、保護者自身を中心とした親子、夫婦、保護者間等の人間関係も安定した子育てを行う
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上で課題となる。親子関係は愛着形成に重要であり、夫婦関係や保護者間関係は保護者のスト
レスを高める要因となりうる。したがって、子ども自身の問題だけでなく、保育者が保護者の
相談に対応できる範囲内で日常の人間関係についても相談内容に対応できる研修内容の開発が
必要であると思われる。
［付記］本研究結果の一部は、日本保育学会第71回大会（2018年 5 月12日、於：宮城学院女子大学）にお
いて報告し、本論文において加筆修正した。本研究は、科学研究費補助金　基盤研究（C）（課題番号：
17K04652）の助成を受けて実施した。
――――――――――――――――――
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